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年
々
低
下
す
る
出
生
率
か
ら
単
純
計
算
し
て
推
計
さ
れ
る
日
本
の
将
来
人
口

は
、
二
一
〇
〇
年
に
は
六
七
〇
〇
万
人
に
な
る
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

数
字
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
世
紀
は
年
間
八
三
万
人
ず
つ
人
口
が
増
加
し

た
時
代
で
し
た
が
、
二
一
世
紀
は
年
間
六
〇
万
人
ず
つ
人
口
が
減
っ
て
い
く
と

い
う
時
代
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
著
し
い
人
口
減
少
社
会
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

を
す
す
め
る
こ
と
は
、
い
ま
の
社
会
を
背
負
う
世
代
の
二
一
世
紀
を
生
き
る
世

代
へ
の
責
任
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
に
よ
っ
て
、
今
後
出
生
率
が
回
復
す
る
と
し
て
も
、
そ

れ
が
生
産
労
働
人
口
と
し
て
反
映
さ
れ
る
の
は
、
二
〇
二
五
年
以
降
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
少
子
化
へ
の
対
応
に
取
り
組
む
の
な
ら
ば
、
そ
の
対
応

は
今
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
の
調
査
に
よ
る
結
婚
後
一
五
年
〜

一
九
年
の
夫
婦
が
も
つ
子
ど
も
の
数
を
見
ま
す
と
、
昭
和
四
七
年
が
二
・
二
〇

人
、
昭
和
五
七
年
が
二
・
二
三
人
、
平
成
四
年
が
二
・
二
一
人
、
平
成
九
年
が

二
・
二
一
人
と
な
っ
て
い
て
、
結
婚
し
た
人
は
昔
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
数
の

子
ど
も
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
で
す
。
で
は
な
ぜ
少
子
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
各
年
齢
層
に
お
け
る
未
婚
率
の
上
昇
、「
晩
婚
化
」

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
結
婚
や
出
産
は
個
人
の
自
由
意
志
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
結
婚
し
た
い
人
、
子
ど
も
を
産
み
た
い
人
が
そ
れ
を
実

現
し
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
、
仕
事
等
の
社
会
活
動
と
育
児
等
の
家
庭
活
動

を
両
立
さ
せ
る
環
境
づ
く
り
に
、
行
政
の
取
り
組
み
、
企
業
の
理
解
、
地
域
の

支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
対
応
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。 



   
　
保
育
所
サ
ー
ビ
ス
な
ど
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
、
町
で
は
次

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
延
長
保
育 

　
町
で
は
平
成
九
年
度
か
ら
柿
岡
と
園

部
の
二
つ
の
保
育
所
で
延
長
保
育
を
は

じ
め
ま
し
た
。
外
で
働
く
お
母
さ
ん
た

ち
の
た
め
に
、
夕
方
六
時
ま
で
保
育
時

間
を
延
長
し
て
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る

こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
今
年
四
月
か 

                    

   

ら
、
統
合
に
よ
っ
て
新
し
く
で
き
た
み

な
み
保
育
所
で
も
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

共
働
き
で
勤
め
る
家
庭
の
増
加
で
延

長
保
育
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
ま
す

ま
す
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。 

  

　
０
歳
児
保
育 

　
平
成
十
一
年
度
に
小
幡
・
小
桜
保
育

所
を
統
合
し
て
新
し
い
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
設
備
を
備
え
た
み
な
み
保

育
所
建
設
、
ま
た
、
園
部
保
育
所
は
、 

                    

少
子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
を
活
用

し
て
０
歳
児
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
施

設
の
増
築
を
す
す
め
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
今
年
四
月
か
ら
両
保
育
所

で
は
０
歳
児
の
受
け
入
れ
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
現
在
、
み
な
み
保
育
所
に
は

三
人
、
園
部
保
育
所
に
は
二
人
の
０
歳

児
が
入
所
し
て
い
ま
す
。
０
歳
児
三
人

に
対
し
て
一
人
の
保
育
士
が
必
要
な
た

め
、
入
所
児
の
増
加
と
合
わ
せ
て
臨
時

的
な
保
育
士
の
増
員
も
必
要
で
す
。 

  

　
緊
急
保
育
・
町
外
保
育

　
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
方
が
、病
気
、

事
故
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
事
情
が
あ
っ

て
、
保
育
所
に
一
日
だ
け
預
け
た
い
場

合
、
受
け
入
れ
て
保
育
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
町
外
の
方
で
も
勤
め
の
都

合
や
実
家
の
両
親
に
頼
む
関
係
で
、
お

子
さ
ん
を
八
郷
町
内
の
保
育
所
に
預
け

た
い
場
合
、
入
所
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
は
町
内
全
保
育
所
で
対

応
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

　
学
童
保
育 

　
小
学
校
低
学
年
（
一
年
〜
三
年
生
）

の
児
童
で
、
放
課
後
帰
宅
し
て
も
両
親

や
祖
父
母
が
仕
事
の
都
合
で
面
倒
を
み

ら
れ
な
い
場
合
、
町
が
運
営
す
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
で
預
か
る
も
の
で
す
。

　
平
成
十
一
年
六
月
か
ら
園
部
地
区
を

対
象
に
、
園
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
ま
し
た
。
現
在
十

六
人
の
児
童
が
入
会
し
て
い
ま
す
。 

                           

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

   

　  

   

　 

      

　「
子
ど
も
は
三
歳
ま
で
は
常
時
家
庭

に
お
い
て
母
親
の
手
で
育
て
な
い
と
、

子
ど
も
の
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」

と
い
う
考
え
方
が
『
三
歳
児
神
話
』
。

　
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
子
育
て
の

責
任
は
母
親
の
肩
に
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
ま
し
た
。
幼
い
子
ど
も
を
保
育
所

や
他
人
に
預
け
る
親
は
、
子
ど
も
に
対

し
て
愛
情
が
薄
い
と
か
、
自
分
勝
手
で

あ
る
と
周
囲
か
ら
見
ら
れ
が
ち
で
し
た
。 

                    

　
し
か
し
、
子
育
て
は
、
他
人
の
手
を

借
り
ず
に
、
す
べ
て
自
分
の
手
で
や
る

こ
と
だ
け
が
親
と
し
て
の
責
任
の
果
た

し
方
で
し
ょ
う
か
。
保
育
所
や
地
域
社

会
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
多
く

の
手
と
愛
情
の
中
で
子
ど
も
を
育
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
母
親
が
一
人
孤
立
感

の
中
で
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
が

ら
子
育
て
を
す
る
よ
り
も
、
子
ど
も
の

健
全
発
育
に
は
望
ま
し
い
と
い
え
る
で

し
ょ
う
し
、
大
切
な
の
は
育
児
者
に
よ

っ
て
注
が
れ
る
愛
情
の
質
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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乳児の成長に合わせた保育の中で、子どもたちはすくすくと 
育っています（みなみ保育所） 
 

いつも子どもと一緒にいられる方でも、未就園の子ども同士がふ 

れあい、お母さんたちが交流できる場などに参加してみるのもよ 

いのでは。（お母さんたちが開いているたんぽぽとお日さまの会） 



         

　
平
成
十
二
年
八
郷
町
議
会
第
二
回
定

例
会
は
、
六
月
十
二
日
招
集
さ
れ
二
十

日
ま
で
、
九
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま 

し
た
。
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
十 

                     

         

二
件
、
議
案
二
十
件
で
し
た
が
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
お
も
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。 

                     

           

　
報
　
告 

　
施
行
日
の
関
係
で
三
月
三
十
一
日
に

専
決
処
分
し
た
条
例
改
正
、
平
成
十
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
、

ほ
か
に
産
業
文
化
事
業
団
の
決
算
、
予

算
等
の
報
告
案
件
で
し
た
。 

  

　
予
算
補
正
議
案 

　
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

二
億
三
、
八
四
九
万
四
千
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
七
億

七
五
九
万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。 

　
歳
入
の
お
も
な
も
の
で
は
、
温
泉
施

設
の
入
浴
者
を
八
万
四
一
０
人
と
見
込

み
、
町
税
に
お
い
て
入
湯
税
八
四
一
万

円
を
増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
使
用
料

で
は
、
八
郷
農
協
に
運
営
を
委
託
す
る

ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
の
使
用
料
六
、
九

五
一
万
一
千
円
を
見
込
み
、
補
正
増
に

な
り
ま
し
た
。 

　
ほ
か
に
町
債
で
は
、
臨
時
特
例
借
換 

債
一
億
六
、
０
三
０
万
円
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高
利
で
借
り
入
れ

て
い
た
公
営
企
業
債
に
つ
い
て
、
低
利 

         

の
資
金
を
借
り
入
れ
て
繰
り
上
げ
償
還

す
る
こ
と
で
利
子
が
減
額
に
な
り
、
財

政
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
借
換
で
き

る
団
体
は
、
経
常
収
支
比
率
が
全
国
平

均
の
八
五
・
三
％
を
超
え
る
か
、
財
政

力
指
数
が
０
・
四
二
以
下
い
ず
れ
か
に

該
当
す
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。
町
の

経
常
収
支
比
率
は
七
六
・
九
％
で
す

が
、
財
政
力
指
数
は
０
・
三
七
五
で
あ

る
た
め
に
該
当
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
歳
出
は
、
総
務
費
が
ふ
れ
あ
い
交
流

施
設
管
理
運
営
費
七
、
四
五
七
万
四
千

円
、
財
産
管
理
費
三
九
四
万
一
千
円
の

増
な
ど
合
わ
せ
て
七
、
九
九
七
万
六
千

円
の
補
正
増
に
な
り
ま
し
た
。 

　
民
生
費
の
老
人
福
祉
費
で
は
、
七
十

歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
対
し
て
、
ふ
れ

あ
い
交
流
施
設
の
料
金
が
半
額
に
な
る

優
待
券
二
回
分
を
負
担
す
る
た
め
に
、

負
担
金
三
一
三
万
二
千
円
を
増
額
、
公

債
費
は
元
利
償
還
金
一
億
三
、
八
八
七

万
三
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
　
　
　 

 
　
条
例
改
正
議
案 

　
町
史
編
さ
ん
委
員
会
設
置
条
例
を
制 

         

定
、
平
成
十
六
年
度
の
刊
行
を
め
ざ
し

て
す
す
め
る
町
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
、

基
本
計
画
や
刊
行
計
画
を
審
議
す
る
委

員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
委
員
会

は
、
議
員
、
常
勤
特
別
職
及
び
一
般
職

員
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た

二
十
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
さ
ら

に
、
資
料
調
査
、
執
筆
に
あ
た
る
専
門

委
員
、
専
門
調
査
員
が
置
か
れ
ま
す
。

税
条
例
の
一
部
改
正
は
、
温
泉
施
設
の

入
湯
税
を
徴
収
す
る
の
に
伴
い
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
入
湯
税
は
、
十
二
歳
未
満

の
者
を
除
き
、
一
人
一
日
に
つ
き
百
円

を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
非
常
勤
消
防
団
員
の
退
職
報

償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
が
あ
り
、
勤
続
年
数
と
階
級
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
る
報
償
金
の
額
が
、
そ

れ
ぞ
れ
二
千
円
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
一
例
と
し
て
、
最
低
で
勤
続
五
年
以

上
十
年
未
満
の
団
員
の
退
職
報
償
金
は

十
三
万
二
千
円
に
、
最
高
で
勤
続
三
十

年
以
上
の
団
長
が
九
十
一
万
七
千
円
に

そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。 
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下
水
道
処
理
場
建
設
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結
議
案
は
、
次
の
よ
う
な

内
容
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

▽
契
約
の
目
的
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
一
年
度
公
下
水
道
処
理
場
建

設
工
事
・
土
木 

▽
契
約
の
方
法
　
指
名
競
争
入
札 

▽
契
約
金
額
　
六
億
三
千
万
円 

▽
契
約
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
市
中
央
区
新
宿
二
丁
目
三
番
八

号
　
西
松
建
設
（
株
）
　
東
関
東
支

店
　
取
締
役
　
阿
部
正
義 

 

６
月
定
例
議
会 
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　投 票 所　 有権者数　投票人員　投票率　 投 票 所 　有権者数　投票人員　投票率　 投 票 所　　有権者数　投票人員　投票率  

第１投票所   　3,329   　1,933      58.07      第10投票所　　  724          435　  60.08      第19投票所　　  436  　    278　 63.76　　 

第２投票所     　 552　　  344　  62.32      第11投票所　　  552          356　  64.49      第20投票所　　  959  　    628　 65.48　　  

第３投票所    　  635　　  406　  63.94      第12投票所　　  306          190　  62.09      第21投票所　　  883  　    555　 62.85　　 

第４投票所  　 1,417　  　849　  59.92      第13投票所　　  747          520　  69.61      第22投票所　　  407   　   251　 61.67 

第５投票所     　 507　　  290　  57.20      第14投票所　   1,197          689　  57.56      第23投票所　　  412   　   275　 66.75 

第６投票所      　636　　  388　  61.01      第15投票所　　  876          516　  58.90      第24投票所　　  543  　    337　 62.06 

第７投票所   　1,096　　  650　  59.31      第16投票所　   1,000          634　  63.40      第25投票所　　  546   　  368　  67.40 

第８投票所   　   990　　  615　  62.12      第17投票所　   1,616          917　  56.75      第26投票所　　  567   　  348　  61.38 

第９投票所    　  587　　  312　  53.15  　第18投票所       1,983       1,168      58.90      第27投票所　　  585   　  345      58.97

　第４２衆議院議員総選挙は、６月２５日に投票が 

行われました。投票は、午前７時から町内２７の投 

票所ではじまり、午後８時に投票所を閉鎖、午後９

時から開票作業が行われました。この選挙は、小選

挙区選出議員選挙、比例代表選出議員選挙、最高裁

判所裁判官国民審査が同時に行われました。 

　町の当日の有権者数は２４,０８８人、投票率は小

選挙区６０.６０％、比例代表６０.５７％、国民審

査６０.０２％という結果でした。 

　なお、八郷町開票区における各候補者、政党の得 

数票数は下のとおりです。 

（八郷町開票区） 

 

（八郷町開票区） 

 

小選挙区候補者の得票数 
 比例代表各政党得票数 

町内各投票所における投票状況 
 

（小選挙区選挙） 

 

人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％ 

　候 補 者 名　　　　得 票 数（票） 

に　わ　ゆうや             １０,５２８ 

いがらし　弘子                 １,９７８ 

二　見　伸　明                 １,０９６ 

小　松　豊　正                      ６９２ 

　無　　　効　                      ３０３ 

 

 

  政　党　名　　 得 票 数（票）　  政　党　名　 得 票 数（票） 

自由民主党　　  　５,２８０　    日本共産党　　　　８０８ 

自　由　党　　  　２,６３１　    社会民主党　　　　７０４ 

民　主　党　　 　 ２,３５５　    政党自由連合　　　　    ５０ 

公　明　党　　  　１,６５１　    無　　　効　  　１,１１４ 
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筑
波
山
麓
小
幡
地
内
に
建
設
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
、
ふ
れ
あ
い
交
流

施
設
「
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
七
月
二
十
日
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
紫
峰
筑
波
の
山
ふ
と
こ
ろ
、
眼
下
を
見
渡
せ
ば
四
季
折
々

に
変
化
す
る
八
郷
の
大
地
。
花
と
果
樹
の
香
り
漂
う
な
か
に
、
町
の
観
光

名
所
が
も
う
一
つ
誕
生
し
ま
し
た
。 

■建物規模・温泉効能等　　　　　　　　　　　　　　　　 
所　在　地　八郷町大字小幡１４１６番地 

敷 地 面 積　１７,３９９ｍ２ 

建 物 規 模　木造瓦葺き一部ＲＣ平屋造　１,５８５ｍ２ 

泉　　　温　３１.４度 

湧　出　量　毎分４３ 

泉　　　質　アルカリ性単純温泉 

Ｐ　　　Ｈ　９.９ 

利　　　用　療養泉に該当 

適　応　症　神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、運動麻痺 

　　　　　　関節のこわばり、うちみ、くじき、慢性消化　 

　　　　　　器病、痔疾、冷え性、病後回復期、疲労回復 

　　　　　　健康増進 

風呂の種類　内湯、打たせ湯、寝湯、サウナ、露天風呂、 

　　　　　　源泉浴 

 



（7） 

■営業内容 

営 業 時 間　午前１０時～午後１０時 

休　館　日　第２・第４月曜日 

料　　　金　◆平日　大人　 ８００円　子供４００円 

　　　　　　◆休日（土・日・祭日） 

 　　　　　　　　　大人１,０００円　子供５００円 

問い合わせ　　０２９９－４２－４１２６ 

研修交流室研修交流室 

洗い場・源泉浴洗い場・源泉浴 

室内浴槽室内浴槽 自然石を使った露天風呂自然石を使った露天風呂 

地域交流スペース地域交流スペース 研修交流室 

洗い場・源泉浴 

室内浴槽 自然石を使った露天風呂 

地域交流スペース 





              

←
化
学
物
質
が
表
示
さ
れ
て
い
る
洗
剤

や
歯
磨
き
粉
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
な
ど
少

量
を
水
で
濃
縮
し
、
ミ
ミ
ズ
を
入
れ
て

実
験
し
ま
し
た
。 

              

　
廃
食
油
か
ら
石
け
ん
づ
く
り 

　
千
葉
県
柏
市
に
あ
る
手
賀
沼
は
、
日

本
一
汚
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
で
少
し
で
も
水
環
境
を
良

く
し
た
い
と
の
思
い
を
持
っ
た
、
約
一

万
人
の
市
民
が
出
資
し
て
、
石
け
ん
工

場
（
手
賀
沼
せ
っ
け
ん
）
を
つ
く
り
あ

げ
ま
し
た
。
こ
の
工
場
で
は
、
千
葉
県

下
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、

行
政
に
お
い
て
回
収
し
た
廃
食
油
を
原

料
に
石
け
ん
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
廃

食
油
を
原
料
に
石
け
ん
を
つ
く
る
こ
と

で
、
ご
み
を
減
ら
し
、
水
の
汚
れ
が
減

ら
せ
る
の
で
す
。
手
賀
沼
せ
っ
け
ん
工

場
で
は
、
石
け
ん
づ
く
り
を
見
学
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ミ
ミ
ズ
の
実
験

　
学
習
会
で
は
、
化
学
物
質
を
ふ
く
む

洗
剤
な
ど
が
体
に
お

よ
ぼ
す
影
響
を
ミ
ミ

ズ
で
実
験
し
ま
し
た

（
上
段
の
写
真
）
少

量
の
化
学
物
質
を
ふ

く
む
洗
剤
や
ハ
ン
ド

ソ
ー
プ
、
歯
み
が
き

粉
、
そ
し
て
廃
食
油

で
つ
く
っ
た
石
け
ん

を
器
に
の
せ
、
水
で

う
す
め
て
、
そ
こ
に
ミ
ミ
ズ
を
入
れ
ま

し
た
。
す
る
と
、
廃
食
油
か
ら
つ
く
っ

た
石
け
ん
の
器
の
ミ
ミ
ズ
に
は
、
変
化

が
見
ら
れ
な
い
一
方
で
、
洗
剤
や
ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
、
歯
み
が
き
粉
の
器
の
ミ
ミ

ズ
は
体
を
よ
じ
ら
せ
苦
し
み
、
し
だ
い

に
力
を
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

水
が
多
く
の
家
庭
か
ら
排
出
し
、
霞
ヶ

浦
に
流
れ
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ふ
だ
ん
わ
た
し
た
ち
が
使
っ
て
い
る
製

品
の
安
全
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　

　
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と 

　
捨
て
た
水
は
再
び
巡
り
巡
っ
て
、
わ

た
し
た
ち
の
飲
料
水
と
な
り
ま
す
。
捨

て
る
水
は
大
切
な
資
源
な
の
で
す
。
台

所
で
は
、
な
べ
や
お
皿
の
汚
れ
を
ふ
き

落
と
し
て
か
ら
洗
い
、
て
ん
ぷ
ら
油
は

使
い
き
る
か
固
め
て
捨
て
、
洗
濯
も
適

量
の
洗
剤
を
使
っ
た
り
す
る
努
力
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
わ
た
し
た

ち
の
家
庭
か
ら
で
す
。  

                    

　
バ
ラ
の
大
半
は
、
四
季
咲
き
性
が

強
く
、
梅
雨
が
明
け
る
こ
ろ
に
な
る

と
、
二
番
花
、
三
番
花
と
枝
を
に
ぎ

わ
し
ま
す
が
、
夏
は
木
を
休
ま
せ
て

あ
げ
る
た
め
に
蕾
を
摘
み
、
花
を
制

限
し
て
あ
げ
る
と
真
夏
の
弱
り
が
ち

な
生
育
が
助
か
り
ま
す
。
次
に
、
秋

バ
ラ
を
立
派
に
咲
か
せ
る
た
め
の
秋

の
剪
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

一
、
時
　
期
　
　 

 

　
八
月
下
旬
（
二
十
五
日
頃
）
か

ら
九
月
上
旬
（
十
日
頃
）
が
適
期
で

す
。
あ
ま
り
遅
い
と
開
花
時
期
が
遅

れ
て
、
寒
さ
に
あ
い
、
花
が
き
れ
い

に
咲
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

                  

二
、
切
り
方 

　
冬
期
の
剪
定
と
違
い
、
あ
ま
り
深

く
切
り
す
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
　
基
本
的
に
は
、
樹
高
の
三
分

の
一
く
ら
い
を
目
安
に
切
り
つ
め
、

細
い
枝
を
間
引
い
た
り
し
て
風
通
し

を
よ
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し

か
し
、
弱
っ
て
い
る
木
や
病
虫
害
に

よ
り
落
葉
の
は
げ
し
い
木
は
、
少
し

浅
め
に
切
っ
て
葉
を
残
し
、
樹
勢
を

弱
め
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
時

期
は
生
育
中
な
の
で
、
剪
定
に
よ
り

葉
を
多
く
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
て

は
、
秋
バ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
、
来
年
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
　
　
園
芸
課
　
佐
藤
誠 
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と
も
え 

と
も
え 

と
も
え 

　
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
る
水
。
こ
の

貴
重
な
水
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
霞
ヶ
浦
で
す
。
し

か
し
霞
ヶ
浦
は
今
、
大
変
汚
れ
た
状
態
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
汚
濁
の
原
因
の
大
半
は
、
わ
た
し
た
ち

の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
で
す
。も
う
一
度
、

ふ
だ
ん
の
水
の
使
い
方
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
く
ら
し
の
会
は
七
月
七
日
、中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

千
葉
県
柏
市
で
廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
粉
石
け
ん
工
場

を
市
民
の
手
で
つ
く
り
あ
げ
、
手
賀
沼
の
汚
濁
に
取
り

組
ん
で
い
る
中
岡
丈
恵
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
清

ら
か
な
水
の
た
め
に
わ
た
し
た
ち
が
家
庭
で
で
き
る
こ

と
を
、
実
験
を
ま
じ
え
て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
　 



     

　
玄
関
前
の
目
立
つ
所
に
あ
り
な
が
ら

巨
樹
調
査
が
か
な
り
進
ん
だ
段
階
で

も
、
タ
ギ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
（
多
行
松
）
の

存
在
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
八
郷

高
校
の
澤
畠
忠
之
校
長
先
生
の
『
是
非

見
て
も
ら
い
た
い
樹
が
あ
る
』
と
の
一

言
が
こ
の
樹
と
の
出
会
い
を
つ
く
っ
て

く
れ
た
。 

 

　
直
径
八
ｍ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
台
座

い
っ
ぱ
い
に
枝
を
伸
ば
す
、
幹
周
り

一
・
七
ｍ
、
樹
高
六
・
九
ｍ
、
枝
張
り

東
西
七
・
一
ｍ
、
南
北
八
・
九
ｍ
の
タ

ギ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
は
、
こ
の
樹
種
最
大
級

の
大
き
さ
で
、
赤
み
の
樹
肌
を
く
ね
ら 

     

せ
、
優
美
な
姿
が
一
際
目
を
引
く
。 

　
タ
ギ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
は
ア
カ
マ
ツ
の
園

芸
品
種
で
、
根
も
と
近
く
か
ら
株
立
ち

状
に
多
数
の
幹
に
分
か
れ
、
傘
を
広
げ

た
よ
う
な
樹
形
に
な
る
。
ま
さ
に
八
郷

高
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
八
郷
高
校
の
歴
史
は
昭
和
三
十

年
、
山
根
一
町
七
か
村
が
合
併
し
た
八

郷
町
誕
生
に
始
ま
る
。
合
併
を
契
機
に

『
八
郷
の
地
に
高
校
を
』
の
機
運
が
高

ま
り
、
そ
の
頃
土
浦
二
高
が
筑
波
分
校

を
、
水
戸
二
高
が
大
宮
分
校
を
、
そ
し

て
水
戸
農
が
石
塚
分
校
を
と
い
う
よ
う

に
県
下
は
分
校
設
立
が
続
き
、
本
校
は

石
岡
一
高
の
八
郷
分
校
と
し
て
昭
和

三
十
二
年
二
月
十
五
日
に
開
校
し
、

六
年
後
に
定
員
百
五
十
名
の
全
日
制

普
通
科
高
校
と
し
て
独
立
し
た
。 

　
自
衛
隊
の
手
に
よ
り
、
南
斜
面
の

松
山
を
切
り
拓
き
造
成
さ
れ
た
赤
土

と
粘
土
層
の
校

地
は
、
冬
場
に

な
る
と
筑
波
お

ろ
し
が
容
赦
な

く
吹
き
ま
く

り
、
一
帯
に
は

も
う
も
う
と
砂

塵
が
巻
き
上
が

っ
た
と
い
う
。

『
大
き
い
樹
は
ほ
と
ん
ど
が
献
木
で
す

よ
』
開
校
の
頃
、
本
校
に
勤
め
ら
れ
た

西
宮
一
男
さ
ん
は
回
顧
す
る
。
殺
風
景

な
新
設
校
の
環
境
を
緑
化
し
よ
う
と
、

保
護
者
や
有
志
の
方
々
に
樹
木
の
寄
贈

を
募
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　

　
こ
の
樹
も
そ
の
中
の
一
本
と
し
て
、

も
と
は
月
岡
に
在
っ
た
旧
小
桜
村
役
場

の
樹
で
、
昭
和
三
十
七
年
〜
八
年
頃
と

い
う
。
『
生
徒
と
職
員
で
掘
り
、
チ
ェ

ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
吊
り
、
役
場
の
ト
ラ

ッ
ク
で
運
ん
だ
ん
で
す
』
と
職
員
だ
っ

た
寺
澤
重
男
さ
ん
は
当
時
を
懐
か
し

む
。
十
数
名
の
生
徒
が
ト
ラ
ッ
ク
の
前

を
歩
き
、
道
路
の
障
害
物
を
除
き
な
が

ら
講
堂
前
に
運
び
移
植
し
た
が
、
そ
の

後
新
校
舎
建
築
の
た
め
に
現
在
地
に
移

さ
れ
た
。
何
事
に
よ
ら
ず
、
創
生
期
の

仕
事
は
苦
労
は
付
き
も
の
だ
が
、
職
員

が
安
行
に
行
き
買
い
求
め
た
玉
ヒ
バ

が
、
一
夜
に
し
て
持
ち
去
ら
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
開
校
以
来
、
卒
業

生
は
八
０
一
一
名
に
及
ぶ
。
今
や
本
校

出
身
の
有
為
な
人
材
は
各
界
各
層
で
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
が
、
母
校
の
思
い
出

に
タ
ギ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
を
加
え
て
も
ら
え

た
ら
あ
り
が
た
い
。 

『
赴
任
早
々
、
校
内
を
一
巡
り
し
て
最

初
に
目
に
留
ま
っ
た
の
が
校
訓
碑
と
タ

ギ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ
で
し
た
』
と
澤
畠
校
長

は
振
り
返
る
。
今
日
も
ま
た
、
一
本
の

樹
に
注
が
れ
た
優
し
い
目
で
生
徒
達
を

見
つ
め
て
お
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。 

八
郷
町
社
会
教
育
指
導
員
　
小
林
文
男 

        

　
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
「
激
や
せ
」
と

い
う
言
葉
を
見
聞
き
し
ま
す
。
主
に

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
急
激
な
体
重
減

少
を
指
す
よ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。 

　
全
て
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
い
け
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肥
満
は
成

人
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
か
ら
、
適

度
な
体
重
を
維
持
す
る
こ
と
は
健
康

を
保
つ
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
食
事
を
と
ら

な
か
っ
た
り
、
極
端
に
体
重
を
減
ら

す
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
人
間
は

一
日
中
じ
っ
と
横
に
な
っ
て
い
る
だ

け
で
も
、
約
一
二
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
最
低
で
も
通

常
の
半
分
程
度
の
食
事
は
必
要
な
の

で
す
。身
長
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

お
お
む
ね
四
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の

体
重
で
は
電
解
質
異
常
や
ホ
ル
モ
ン

の
バ
ラ
ン
ス
の
異
常
な
ど
が
出
現
し
、

肌
の
つ
や
が
な
く
な
っ
た
り
、
全
身

倦
怠
感
、
胃
部
不
快
感
、
便
秘
な
ど

が
出
現
し
ま
す
。
こ
の
状
態
が
続
け

ば
、
全
身
の
臓
器
不
全
を
起
こ
し
て

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

        

　
ま
た
、
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
き
っ

か
け
に
「
拒
食
症
」
と
な
っ
て
し
ま
う

人
も
い
ま
す
。
拒
食
症
の
人
は
体
重
が

増
え
る
こ
と
を
と
て
も
怖
が
り
ま
す
。

ま
た
、
十
分
に
や
せ
て
い
る
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
や
せ
て
い
る
と
思
わ
ず
、

前
出
の
よ
う
な
や
せ
る
こ
と
の
危
険
性

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
も
、
な
か
な

か
聞
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

多
く
の
人
が
生
理
も
不
順
に
な
り
ま

す
。
病
気
の
初
期
に
は
む
し
ろ
活
気
が

あ
り
、
本
人
は
病
気
で
あ
る
こ
と
を
気

付
い
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
時

に
は
周
囲
か
ら
強
く
す
す
め
て
医
療
機

関
を
受
診
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

生
命
に
危
険
が
お
よ
ぶ
よ
う
な
緊
急
時

は
点
滴
な
ど
の
内
科
的
な
治
療
が
必
要

と
な
り
ま
す
し
、
拒
食
症
を
き
ち
ん
と

治
療
す
る
た
め
に
は
、
精
神
科
な
ど
で

根
気
よ
く
心
の
ケ
ア
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
治
療
は
決
し
て
食
べ
る

こ
と
を
強
要
し
肥
満
さ
せ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
正
し
い
方
法
を
学
び
、
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
体
力
を
得
る
こ
と

が
目
標
と
な
り
ま
す
。 
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八
　
郷
　
の
　
巨
　
樹   

・   

老
　
木 

（１６） 

 

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
拒
食
症 
 

豊
後
荘
病
院 

 

　
精
神
科
　
袖
山
紀
子
医
師 

 

所在地　柿岡１６０９ 
管理者　八郷高校　　　 
胸高周　１.７ｍ 
樹　高　１５ｍ 
枝張り　９ｍ 



★ 

★ 

   

＊
現
代
版
名
処
地
名 

　
六
月
号
で
宇
治
会
の
名
処
地
名
を
挙
げ
た

が
、
瓦
谷
・
東
成
井
な
ど
に
も
消
滅
し
た
名

処
地
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
今
月
は
土
地
改
良
事
業
に

よ
る
消
滅
地
名
を
考
え
て
み
た
い
。
消
滅
し

た
地
名
で
も
、
他
の
地
域
と
共
通
す
る
も
の

は
除
い
て
拾
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。 

　
＊
小
桜
川
辻
・
月
岡
前
流
域 

　
辻
・
月
岡
前
の
小
桜
川
流
域
の
地
名
で
、

他
の
地
域
と
共
通
す
る
地
名
を
除
い
て
拾
っ

て
み
る
と
面
白
い
地
名
が
あ
る
。 

　
下
溜
・
猿
田
・
折
戸
・
一
ツ
橋
・
三
斗
内
・

葭
際
祢
可
ら
・
夜
引
田
・
籠
草
・
五
郎
志
・

蛭
田
・
勘
定
・
桜
田
・
ヒ
デ
タ
・
ス
コ
ウ
デ

ン
・
カ
ワ
ラ
ケ
・
石
橋
・
サ
イ
カ
チ
田
・
ろ
ん

上
・
イ
ボ
タ
マ
チ
・
ハ
ッ
喫
・
ワ
ダ
ケ 

 

＊
小
倉
川
吉
生
・
小
倉
集
落
裏
流
域 

　
行
政
地
名
の
上
根
か
ら
柿
岡
境
ま
で
の
流
域

に
は
、
一
、
二
筆
の
小
面
積
の
小
字
名
が
多
く

見
ら
れ
る
。 

　
大
宮
・
川
中
郷
・
長
谷
川
・
鮒
原
・
本
戸
前
・

明
田
・
内
膳
田
・
大
堤
・
押
崎
・
カ
ブ
レ
田
・

神
田
・
佐
鎌
・
惣
ケ
町
・
流
田
・
彦
次
郎
・
マ

ン
ジ
ュ
ウ
田
・
楽
間
・
夜
眼
・
ヌ
カ
リ 

 

＊
有
明
川
太
田
・
小
見
・
中
戸
流
域 

　
太
田
か
ら
小
見
集
落
裏
側
ま
で
は
、
急
斜
面

を
流
れ
る
有
明
川
の
流
域
に
様
々
な
地
名
が
見

ら
れ
る
。
他
の
地
域
程
の
数
で
は
な
い
。 

　
栗
坪
・
水
門
・
雀
田
・
八
丁
蒔
・
御
手
洗
・

神
地
・
備
田
・
浜
江
場
・
松
堰 

　
こ
の
他
で
も
、
土
地
改
良
事
業
が
行
わ
れ
た

処
で
は
、
数
は
少
な
い
に
し
て
も
消
滅
地
名
が

必
ず
あ
る
。 

　
土
地
改
良
事
業
に
よ
っ
て
消
滅
地
名
と
な
っ

た
地
名
は
、
明
治
初
期
の
「
切
絵
図
」
作
製
の

際
に
消
滅
し
た
「
名
処
地
名
」
と
異
な
り
、
時

が
た
つ
と
ま
っ
た
く
語
り
継
が
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
し
か
も
、
消
滅
し
た
地
名
は
、
小
桜

川
・
小
倉
川
・
有
明
川
の
例
で
示
し
た
よ
う
に

特
別
な
意
味
を
も
つ
地
名
で
あ
る
。 

　
例
え
ば
、
小
桜
川
の
蛭
田
の
「
ヒ
ル
」
は
方

言
で
「
ビ
ル
メ
」
と
呼
ん
で
い
る
湿
地
や
池
・

沼
な
ど
に
生
息
す
る
環
形
動
物
の
蛭
の
生
息
す

る
よ
う
な
、
い
つ
も
水
の
切
れ
る
こ
と
の
な
い

湿
地
水
田
の
意
味
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
地
名
が
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
蛭
も

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
せ
め
て
字

切
図
や
地
名
は
記
録
し
て
保
存
し
た
い
も
の
で

あ
る
。 

 

　
元
茨
城
県
立
歴
史
館
学
芸
部
長
　
関
　
肇 

食生活改善推進員　加　藤　すみ江（下林）　

　（ヘルスメイト） 

　オーブンを使って簡単においしく食べる 

［材料］（4人分） 

○トマト　4ヶ　○いんげん　4本　　　　　○

玉ねぎ（大）1ヶ　○ベーコン　50ｇ　　　○

マヨネーズ　大さじ4　○こしょう　少々　［作

り方］ 

◯トマトのへたを取り、中味をくり抜く。　　

◯ベーコンと玉ねぎをみじん切りにしてフライ

パンで軽く炒める。　　　　　　　　　　　　

◯いんげんをゆでて5mmくらいに切る。　　　

◯◯と◯をマヨネーズであえる。　　　　　　

◯◯のトマトに◯を混ぜ、220℃のオーブンで

10分ぐらい焼く。　　　　　　　　　　　　◯

◯をお皿に盛りつけ、西洋パセリをわきに添え

てできあがり。　 

     

平
成
９
年
７
月
25
日
生
ま
れ 

 

父
　
秀
美
さ
ん
　
母
　
久
江
さ
ん
　

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
明
る
く
て
元
気
な
女
の
子
で
す
。
保

育
所
で
習
っ
た
こ
と
な
ど
を
披
露
し
、

家
族
の
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
お

姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
一
緒

に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く

な
っ
て
も
思
い
や
り
の
あ
る
子
で
い
て

く
だ
さ
い
。 

吉
　
生
　 

　
土
　
佐
　
鞠
　
華
ち
ゃ
ん 

 

ま
　り
　
　
か 

１ 

１ 

２ 

２ 

３ 

３ ４ 

４ ５ 

５ ６ 

 

ト
マ
ト
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

（11） 

し
も
た
め 

さ
ん
と
な
い 

よ
し
ぎ
わ 

ね  

か 

よ

び
き
だ 

か
ご
く
さ 

ご
ろ
う
じ 

ひ
る
だ 

か
わ
な
か
ご
う 

ふ
な
ば
ら 

か
ん
だ 

さ
が
ま 

そ
う
　
　
ま
ち 

ら
く
ま 

よ

め 

し
ん
ち 
は
ま
え
　
ば 

み
た
ら
し 

土地改良事業で消えた霞際の現在の眺望 



　
骨
と
肉
と
皮
が
あ
る
書
線
が
運
筆
を 

力
強
く
し
ま
し
た
。
永
い
間
の
頑
張
り 

で
書
の
本
質
が
見
え
て
き
た
よ
う
で
す
。 

       

　
な
べ
に
こ
び
り
つ
い
た
汚
れ
は
、
時
間
が

た
つ
ほ
ど
落
ち
に
く
く
な
り
ま
す
。
使
っ
た

な
べ
は
す
ぐ
に
洗
う
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、

材
質
に
応
じ
た
洗
い
方
を
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
な
べ
の
材
質
や
特
徴
を

知
っ
た
上
で
扱
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　

　
ア
ル
ミ
な
べ
は
、
ス
チ
ー
ル
ウ
ー
ル
な
ど

で
洗
え
ま
す
。
た
だ
し
ア
ル
ミ
の
表
面
を
処

理
し
た
ア
ル
マ
イ
ト
の
場
合
は
、
皮
膜
が
傷

つ
か
な
い
よ
う
に
ス
ポ
ン
ジ
で
。
ほ
う
ろ
う

な
べ
も
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
ス
ポ
ン
ジ
で
洗
い
ま
す
。 

　
ス
テ
ン
レ
ス
な
べ
は
丈
夫
で
す
が
傷
が
目

立
ち
や
す
い
の
で
普
段
は
ス
ポ
ン
ジ
で
洗 

い
、
が
ん
こ
な
汚
れ
は
ス
チ
ー
ル
ウ
ー
ル
で

円
を
描
く
よ
う
に
優
し
く
洗
い
ま
す
。 

 

　
鉄
な
べ
も
ス
チ
ー
ル
ウ
ー
ル
で
洗
え
ま

す
が
、
こ
げ
つ
い
た
と
き
に
は
水
を
入
れ
て

沸
騰
さ
せ
、
こ
げ
た
部
分
を
や
わ
ら
か
く
し

て
、
ス
ポ
ン
ジ
で
こ
す
り
ま
し
ょ
う
。 

 
　
い
ず
れ
の
な
べ
も
、
こ
げ
つ
い
て
し
ま

っ
た
と
き
に
、
い
き
な
り
水
を
か
け
た
り
無

理
に
こ
げ
を
は
が
そ
う
と
し
た
り
す
る
と
、

な
べ
が
傷
む
原
因
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
ア
ル
ミ
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
ほ
う
ろ
う

な
べ
の
場
合
、
水
を
張
っ
て
お
く
と
小
一
時

間
で
ご
げ
が
浮
い
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
取

れ
な
い
と
き
は
、
酢
を
混
ぜ
た
水
を
な
べ
に

入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、
こ
げ
つ
い
た
部
分
が
や

わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
立
た
せ
、
冷
め
た
ら

湯
を
捨
て
、
こ
げ
を
こ
す
っ
て
落
と
し
ま
す
。

　
な
べ
は
水
分
を
残
さ
ず
に
収
納
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
水
気
が
残
っ
て
い
る
と
、
た

と
え
ス
テ
ン
レ
ス
で
も
重
ね
て
収
納
し
た
な

べ
の
接
触
部
分
に
さ
び
が
浮
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
さ
び
を
防
ぐ
に
は
、
よ
く
乾
燥
さ
せ

て
か
ら
伏
せ
た
状
態
で
し
ま
う
か
、
フ
ッ
ク

な
ど
に
つ
り
下
げ
る
方
法
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
鉄
な
べ
は
火
に
か
け
て
乾
か
し
、
薄
く
油

を
塗
っ
て
か
ら
収
納
す
る
と
さ
び
止
め
に
効

果
的
で
す
。 

林
小
二
年
　
萩  

原  

夏  

子 

　
柿
岡
中
三
年
　
藤  

代  

茂  

樹
　
　
　 

評
　 

書
道
研
究
　
翠
嵒
書
院
　  

関
　    

翠   

邱 
 

　
習
い
は
じ
め
て
間
が
な
い
の
に
、
線
に 

ふ
く
ら
み
も
出
て
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
　 

〈
な
べ
の
手
入
れ
〉 

 

材
質
に
応
じ
た 

洗
い
方
で 

 

Ｐ.Ｎ　奈月佐久羅 

Ｐ.Ｎ　地球防衛団 

                  団 長 代 理 

Ｐ.Ｎ　亜  鈴  く  う Ｐ.Ｎ　一本義迅雷 

下林　氏  家　   覓 

 





（
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
　
内
線
一
三
四
三
） 

      

　
広
報
や
さ
と
で
は
「
わ
が
家
の
ア
イ

ド
ル
」「
と
き
め
き
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」に
出

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

推
薦
も
大
歓
迎
で
す
。
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
役
場
秘
書
広
聴
課
広
報
係
（
　
四

三
―
一
一
一
一
内
線
一
三
四
三
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
広
報
に
載
っ
た
写
真
は
さ
し

あ
げ
ま
す
。 

     

　
　  

  

○
南
中
学
校
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
　
　

　
一
台
　
　
　
　
　
半
田
　
桜
井
忠
隆

○
南
中
学
校
に
テ
ン
ト
　
二
張 

 

平
成
十
一
年
度
卒
業
生
保
護
者
一
同
○

朝
日
小
学
校
に
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
　
一
台

　
　
　
　
　
　
　
月
岡
　
斉
藤
純
子 

  

　 ■
訂
正
　
広
報
六
月
号
の
二
ペ
ー
ジ
か

ら
五
ペ
ー
ジ
下
段
の
「
区
長
さ
ん
紹
介
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
恋
瀬
地
区
仲
内
の
区
長

の
友
部
静
男
さ
ん
が
掲
載
し
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
訂
正
と
と
も
に
深
く
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。 

　
六
月
二
十
五
日
に
第
一
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
総
合
運
動
公
園
体
育
館
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

　
同
大
会
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
十
六

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
体
育
館
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
歓
声
が
響
き
わ
た
り
、
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。 

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
一
チ
ー
ム
四
人
で
、

だ
れ
も
が
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。 

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

〔
一
位
グ
ル
ー
プ
〕
▽
優
勝
　
八
郷
ク
ラ
ブ
Ａ

▽
準
優
勝
　
園
成
▽
三
位
　
ウ
イ
ン
グ
21
Ａ
　

〔
二
位
グ
ル
ー
プ
〕
▽
優
勝
　
八
郷
ク
ラ
ブ
Ｃ

▽
準
優
勝
　
金
指
境
▽
三
位
　
柿
岡
Ｂ
　
　
　

〔
三
位
グ
ル
ー
プ
〕
▽
優
勝
　
八
郷
ク
ラ
ブ
Ｂ

▽
準
優
勝
　
林
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
Ｂ
▽
三
位
　
東

成
井
Ａ
〔
四
位
以
下
グ
ル
ー
プ
〕
▽
優
勝
　
林

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
Ａ
▽
準
優
勝
　
金
指
和
田
▽
三

位
　
園
部
中 

　
七
月
二
日
に
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

ｉ
ｎ
や
さ
と
が
中
央
公
民
館
大
講
堂
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
と
し
で
第
五
回
目
を
迎
え
た
同
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
町
内
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
結
成
し
た

「
音
楽
を
楽
し
む
会（
改
称
）」
主
催
で
行
わ
れ

た
も
の
で
、
会
場
は
演
奏
を
聴
こ
う
と
集
ま
っ

た
聴
衆
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
リ
ポ
ー
（
李
波
）
氏
に
よ
る
モ

ン
ゴ
ル
の
民
族
楽
器
、
馬
頭
琴
の
演
奏
、
臼
杵

美
智
代
氏
の
マ
リ
ン
バ
、
河
野
康
弘
氏
の
ピ
ア

ノ
と
、
国
際
的
に
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
演
奏
家

の
皆
さ
ん
が
次
つ
ぎ
に
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

洗
練
さ
れ
た
音
色
に
聴
衆
の
皆
さ
ん
は
う
っ
と

り
と
し
な
が
ら
、
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
最

後
の
河
野
氏
の
ピ
ア
ノ
が
終
わ
る
と
、
会
場
か

ら
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
か
け
声
が
あ
が
り
、
河
野

氏
と
リ
ポ
ー
氏
の
ピ
ア
ノ
と
馬
頭
琴
の
と
い
っ

た
大
変
め
ず
ら
し
い
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
あ
が
り
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
同
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
百
人
の
老
人
会
の
皆

さ
ん
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
協
力
券
の
収
益
金
は
町
へ
寄
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
ち
よ
い
音
色
に
楽
し
い
ひ
と
と
き 

 
賑
や
か
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー 
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気
が
つ
く
と
一
年
の
半
分
以
上
が
過

ぎ
て
い
ま
し
た
。
勉
強
や
仕
事
な
ど
を

し
て
い
る
と
、「
何
日
に
試
験
だ
か
ら

勉
強
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」
と
か
、

「
何
日
ま
で
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
な
い

と
い
け
な
い
」
な
ど
ど
自
分
を
追
い
こ

ん
で
あ
く
せ
く
し
て
い
る
人
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き
、
冒
頭
の

よ
う
な
こ
と
を
ふ
と
思
う
わ
け
で
す
。

　
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
言
葉
に
一
日
二

分
主
義
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、一
日
二
四
時
間
を
、一
二
、
一
二

に
ふ
た
つ
に
分
け
て
生
活
時
間
を
設
定

す
る
方
法
で
す
。
ひ
と
つ
を
基
礎
時
間

に
、
も
う
ひ
と
つ
を
個
人
的
時
間
と
い

う
ふ
う
に
。
基
礎
時
間
の
配
分
は
、
睡
眠

時
間
が
八
時
間
、食
事
が
二
時
間
、
入
浴

や
洗
面
、
ト
イ
レ
な
ど
に
一
時
間
、
趣

味
や
教
養
、
娯
楽
に
一
時
間
、
あ
わ
せ

て
十
二
時
間
と
し
ま
す
。
個
人
的
時
間

は
、
た
ず
さ
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
な

ど
に
よ
っ
て
ち
が
う
生
活
時
間
を
意
味

し
、
通
勤
時
間
や
労
働
時
間
、
社
会
人

と
し
て
の
社
交
の
時
間
な
ど
あ
わ
せ
て

十
二
時
間
と
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
試
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
意
外
な
む
だ
が
で
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
さ
っ
そ
く
わ
た
し

も
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
且
） 

　
米
は
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
町
で
は
、
Ｊ
Ａ
や
さ
と
、
土
浦
地
区
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
米
の
品
質
の
向

上
と
食
味
の
向
上
を
め
ざ
し
た
、
ふ
っ
く
ら
や

さ
と
米
推
進
事
業
を
平
成
十
二
年
度
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
内
容
は
、
こ
と
し
協
力
を
い
た
だ
い
た
小
幡

地
区
（
香
取
）
、
恋
瀬
地
区
（
半
久
）
、
瓦
会

地
区
（
下
宿
）
、
小
桜
地
区
（
菖
蒲
沢
）
の
四

地
区
の
土
地
の
地
権
者
の
皆
さ
ん
が
、
普
及
セ

ン
タ
ー
職
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
決
め
ら

れ
た
基
準
で
米
を
栽
培
し
ま
す
。
そ
し
て
、
収

穫
・
乾
燥
・
調
整
し
た
米
を
出
荷
し
、
Ｊ
Ａ
や

さ
と
の
直
売
所
な
ど
を
利
用
し
て
消
費
者
の
皆

さ
ん
に
「
八
郷
の
ふ
っ
く
ら
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
登

録
名
）」を
広
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
「
や
さ
と
ふ
っ
く
ら
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

里
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
黄
色
の
旗
を

町
内
四
か
所
に
立
て
、
「
八
郷
の
ふ
っ
く
ら
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
と
し
の
収
穫
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

 

　 

  

六
月
二
十
二
日
に
町
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
会
議
は
、
こ
と
し
で
十
三
期
を

迎
え
、
委
嘱
さ
れ
た
町
内
二
十
五
人
の
モ
ニ
タ

ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
と
は
、
豊
か
で
希
望
の

も
て
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
町

に
対
す
る
意
見
や
要
望
、
提
案
な
ど
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
ら
を
町
政
に
反
映
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。 

　
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
、
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
で
、

会
議
は
年
四
回
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ

ー
の
皆
さ
ん
に
は
モ
ニ
タ
ー
通
信
を
は
じ
め
、 

   

モ
ニ
タ
ー
会
議
、
町
お
よ
び
関
連
の
施
設
見
学

を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
提
案
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
次
の
よ
う
に
処
理
し
、

町
政
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。 

一
、
意
見
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
づ
く
り
に
お

け
る
企
画
や
町
政
を
執
行
す
る
た
め
の
資
料
に

す
る
ほ
か
に
、
関
係
課
館
局
所
に
送
付
し
、
必

要
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
回
答
し
ま
す
。

二
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
は
、
町
づ
く
り

の
企
画
や
町
政
執
行
の
資
料
と
し
ま
す
。
　
　

　
町
で
は
こ
の
よ
う
に
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
対
話
の
あ
る

開
か
れ
た
町
政
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
　
　
　 

25
人
の
モ
ニ
タ
ー
決
ま
る 

八
郷
の
お
米
が
さ
ら
に
お
い
し
く 
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　『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
毎
年
七
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、

全
国
各
地
で
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
諸
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
郷
町
で
は
七
月
五
日
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に
第
五
十
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
八
郷
町
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
大
会
の
第
一
部
は
記
念
講
演
と
し
て
、
大
関
武
双
山
の
父
、
尾
曽
正
人

氏
を
お
招
き
し
、「
大
関
武
双
山
の
生
い
立
ち
の
記
」
と
題
す
る
講
演
、
第

二
部
は
広
報
映
画
「
そ
の
先
の
光
へ
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
　 

 

　
こ
こ
で
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
触
れ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

　

始
ま
り
は
銀
座
か
ら 

　
日
本
が
ま
だ
戦
後
の
荒
廃
の
中
に
あ
っ
た
昭
和
二
十
四
年

七
月
一
日
に
非
行
少
年
や
犯
罪
者
の
立
ち
直
り
の
支
援
と
、

犯
罪
の
予
防
を
目
的
と
し
た
犯
罪
者
予
防
更
生
法
が
施
行
さ

れ
、
更
生
保
護
制
度
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

荒
廃
の
中
で
、
住
む
場
所
も
ま
ま
な
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、

地
域
の
人
た
ち
の
手
で
助
け
て
い
こ
う
と
、
銀
座
の
商
店
街

の
人
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
、「
銀
座
フ
ェ
ア
ー
」
と
名
づ
け

た
催
し
も
の
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
翌
昭
和
二
十
五
年
に

は
、「
矯
正
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
に
法
務
省
は
、
犯
罪
の

防
止
と
犯
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
に
は
地
域
住
民

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
活
動
を
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
名
付
け
て
、
広
く
社
会
に
広
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

  

　

す
す
む
人
間
関
係
の
希
薄
化 

　
昭
和
二
十
四
年
の
銀
座
フ
ェ
ア
ー
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
こ
と
し
で
五
十
回
を
迎
え
ま

し
た
。 

　
現
在
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
少
年
犯

罪
の
凶
悪
化
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

地
域
社
会
に
お
け
る
連
帯
感
の
欠
如
、
人
間
関
係
の
希
薄
化

な
ど
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
の
中
で
の
人
づ
き
合

い
や
、
集
団
で
の
体
験
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

る
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　 

  

　

子
ど
も
の
世
界
を
広
げ
よ
う 

　
現
在
、
各
学
校
の
授
業
の
一
つ
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
合
的
な
学
習
と
は
、

児
童
・
生
徒
が
自
ら
問
題
意
識
を
持
ち
、
そ
の
こ
と
を
自
ら

学
び
自
ら
考
え
、
実
体
験
を
通
し
て
問
題
を
解
決
し
て
い
く

学
習
を
い
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
勤
労
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
教
科
を
超
え
た
体
験
学
習
で
す
。
こ
れ
に
は
地
域

住
民
の
協
力
も
必
要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
の
中

で
大
人
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
の
行
事
等
に
参
画
し
て
い
け
る
よ
う
な
子
ど
も
の
居
場

所
を
わ
た
し
た
ち
大
人
は
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
う
す
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
世
界
を
広
め
、
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
の
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る

こ
と
の
で
き
る
豊
か
な
人
間
性
と
、
主
体
的
な
姿
勢
を
持
つ

子
ど
も
の
育
成
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

　

明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
て 

　
こ
と
し
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
重
点
目
標
は
「
犯

罪
や
非
行
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行

に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
を
支
え
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
明
る
い

地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
」
で
、
統
一
標
語
を
「
ふ
れ
あ
い

と
　
対
話
が
築
く
　
明
る
い
社
会
」
と
し
、
こ
れ
ら
を
運
動

展
開
の
指
針
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も
と
大
人
が
お

互
い
に
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

よ
う
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。  
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